
 教育課程の特徴                                               

教育課程とは、教育目標を達成するための具体的な教育内容（授業科目）を、どのような順序で履修するかを

規定（学年別に配列）したものである。 

スポーツ健康学科では多面的な視点から「スポーツと健康」を探求・究明する人材の育成を目標としており、

「教養教育科目」、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」の区分で科目が配置されている。また、「専門教育科目」

は、領域ごとに履修できる科目群が異なるため、学生諸君は、卒業後の進路を見据えて、4年間の履修計画を作

成する必要がある（P44、P45参照）。 

 

スポーツ健康学科の教育課程の概要 

① 「教養教育科目」は、大学生としての幅広い教養と社会性に必要なアカデミックスキルやライフデザインス

キル獲得のための共通コア科目と、共通選択科目を配置している。 

② 「専門基礎教育科目」は、「専門教育科目」への導入とし、「スポーツ」「健康」を理解する基礎となる科目

群を配置している。 

③ 「専門教育科目」は、体系的な知識を応用し、実践する能力を養う科目を配置している。健康支援人材とし

て必要な「スポーツ」「健康」に関する発展的内容で構成されている。「専門教育科目」は領域別に授業科目

が配置されている（P45参照）。 

 

スポーツ健康学科の教育課程の概要図 
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 スポーツ領域と健康領域の特徴                                         

 スポーツ健康学科には、スポーツ領域、健康領域の２領域が設定されている。この領域の選択は、２年次の前

期に行う。選択した領域によって取得できる免許・資格が異なるので、自分自身が最も目指している将来像を意

識して選択することが重要である。以下は提供されている２つの領域の特徴である。 

 

＜スポーツ領域＞ 

スポーツパフォーマンスの向上、アスリートの養成、ハイレベルな指導者の養成を目指すために必要なスポー

ツ科学、マネジメントを学ぶ。科学的なスポーツ理論・実践を通じて専門的知識をあらゆる角度から習得し、学

識豊かなスポーツ指導者の育成を目指す。 

取得できる免許・資格（詳細はＰ57を参照） 

 保健体育教諭免許（中学校、高等学校） 

 日本体育協会公認スポーツ指導者資格（共通科目 I＋II＋III の免除、ジュニアスポーツ指導員の受験資格、ス

ポーツプログラマーの受験資格） 

 日本トレーニング指導者協会認定 トレーニング指導者の受験資格 

 

＜健康領域＞ 

個々ならびに社会全体のウエルネスを向上させるための健康科学理論と方法論を学び、健康増進や疾病予防、

健康長寿などの観点から健康を支援する人材の育成を目指す。 

取得できる免許・資格（詳細はＰ57を参照） 

 養護教諭一種免許 

 第一種衛生管理者免許 

 健康運動指導士の受験資格 

 健康運動実践指導者の受験資格 

 社会福祉主事任用資格 

 

【領域選択時の留意点】  

① 領域選択時には「スポーツ領域」、「健康領域」「両領域（跨ぎ）」「領域の選択しない」のいずれかを選択す

る。ただし、「両領域（跨ぎ）」を選択した場合、２年終了の時点で、GPAが3.3未満および72単位未満

取得の場合は、「スポーツ領域」「健康領域」の希望するどちらかの領域に属することになる。また、「両領

域（跨ぎ）」を選択した場合、2年次終了時点で、上記の基準以上の成績、単位数を取得している場合には、

領域を超えての科目履修（免許・資格の取得）ができる。 

② 科目によっては、領域の学生を優先する場合がある。 

③ スポーツ領域では、専門教育科目の実技系科目を8単位以上取得しなければならない。また、ウインドサー

フィン、スクーバダイビングⅠ、スキー・スノーボードの科目のうち1単位以上取得することが望ましい。 

④ 「領域を選択しない」を選択した場合は、スポーツ健康学科で提供する免許・資格のいずれも取得できない。 

⑤ 履修計画や時間割の作成方法については、新入生オリエンテーションで説明するが、わからないことがあれ

ば、クラス担当教員、ウェルナビ学生に相談すること。 

⑥ 履修計画をうまく立てないと充実した学生生活を過ごすことが出来ないだけでなく、４年間で卒業できない

場合もある。 



 授業科目の区分と卒業に必要な単位数                                   

スポーツ健康学科が開設する授業科目は、「教養教育科目」、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」に分けら

れ、「教養教育科目」はさらに小さく区分されている。卒業するためには、合計で 124 単位以上を修得する必要

があるが、それぞれの科目区分ごとに取らなければならない単位数があり、このルールを守らなければ 124単位

以上修得しても卒業することはできない。なお、それぞれの科目区分から取るべき単位数を越えて修得した単位

は、「自由選択科目」としてカウントされる。 

 

授 業 科 目 の 区 分 必 修 選 択 卒業に必要な単位 小 計 
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ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル ８ ０ ８単位 

３２単位以上 

ラ イ フ デ ザ イ ン ２ ０ ２単位以上 

思 想 と 論 理 ０ ２ ２単位以上 

沖 縄 理 解 ０ ２ ２単位以上 

健 康 ス ポ ー ツ ０ ２ ２単位以上 
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目 

外 国 語 ６ ２ ８単位以上 

国 際 理 解 ０ ２ ２単位以上 

人 文 科 学 ０ ２ ２単位以上 

社 会 科 学 ０ ２ ２単位以上 

自 然 科 学 ０ ２ ２単位以上 

専 門 基 礎 教 育 科 目 １２ １０ ２２単位以上 ２２単位以上 

専 門 教 育 科 目 ８ ５２ ６０単位以上 ６０単位以上 

自 由 選 択 科 目 ０ １０ １０単位以上 １０単位以上 

合      計 ３６ ８８ １２４単位以上 

【備考】自由選択科目にはライフデザイン科目、専門基礎教育科目、専門教育科目及び教職に関する科目を含めることができる。 

 

CAP 制と例外科目：名桜大学では１つの学期で登録できる単位の上限は 20 単位と規定されている。しかし、

スポーツ健康学科では、専門基礎教育科目の必修科目（スポーツ健康学総論、スポーツ健康演習、ウエルネス概

論、発育発達学、救急処置、生涯スポーツ論）、集中講義、教職に関する科目、寄付講座の科目は 20 単位を超

えて登録が可能である。 


